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豪
雨

断
続
的
な
大
雨
が

5
日
間

本
村
に
も
甚
大
な
被
害

8
月
お
日
の
正
午
前
か
ら
時
り
は
じ
め
た
雨
は
、
本
村
を
合
口
む
福
患
県
南
部
と
栃
木
県
北
部
を

中
の
に
大
き
怠
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
村
で
は
、
幻
自
皐
朝
よ
り
阿
武
隈
川
が
増
水
し
、

水
位
が
上
が
り
は
じ
め
ま
し
た
。
特
に
村
の
西
部
地
区
で
は
、
竜
崎
区
を
中
山
に
田
畑
や
道
路
へ
の

冠
水
や
住
宅
家
屋
な
ど
の
浸
水
に
よ
り
住
民
生
活
や
農
作
物
等
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
村

で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設
寵
し
て
被
害
の
鵠
査
・
偉
旧
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
の
氾
濫
は
、
川
の

流
域
に
当
た
る
商
白
河
郡
西
郷
村

な
ど
に
集
中
的
に
降
っ
た
豪
雨
が

原
因
で
し
た
。

西
郷
村
で
は
、

8
月
幻
日
午
前

4
時
か
ら
5
時
ま
で
の

1
時
間
の

降
水
量
が
山
ミ
リ
と
い
う
驚
異
的

な
雨
量
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
雨

福
島
県
で
は
観
測
史
上
最

(
1
時
間
の
雨
最
と
し
て
)

で
し
た
。
幻
日
正
午
に
は
、
竜
崎

区
の
阿
武
隈
川
に
か
か
る
成
竜
橋

の
水
位
(
警
戒
水
位

4
メ
ー
ト
ル

閃
セ
ン
チ
)
が
、

8
メ
ー
ト
ル
却

セ
ン
チ
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

竜
崎
、
中
、
小
高
区
の
水
稲
や
農

業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
河
川
の
水

が
流
入
し
、
約

ωヘ
ク
タ
ー
ル
を

冠
水
し
ま
し
た
。
ま
た
、
竜
崎
区

で
は
住
宅
家
屋
2
棟
が
床
下
浸
水
、

1
世
帯
が
自
主
非
難
を
し
ま
し
た
。

乙
字
ヶ
滝
で
も
水
位
が
上
昇

し
、
平
時
の
美
し
い
滝
と
は
思
わ

れ
な
い
濁
っ
た
泥
水
が
、
荒
れ
狂

っ
た
悪
魔
の
よ
う
な
流
れ
と
な
り

ま
し
た
。
傍
ら
に
あ
る
滝
見
不
動

の
床
下
ま
で
水
位
は
上
昇
し
た
た

め
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

l
プ
な
ど
で
倒

壊
し
な
い
よ
う
備
え
ま
し
た
。

幻
臼
午
後
か
ら
水
位
の
高
さ
も

次
第
に
低
く
な
っ
て
終
息
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
冊
目
午
後
6
時
か

ら
7
時
ま
で
の

1
時
間
に
上
流
部

の
西
郷
村
を
中
心
に
再
び
川
崎
ミ
リ

の
集
中
的
な
豪
雨
と
な
っ
た
た

め
、
翌
日
早
朝
ま
で
水
位
が
上
昇

し
は
じ
め
ま
し
た
。

吏
に
お
日
午
前
2
時
か
ら

3
時

頃
に
か
け
て
三
た
び
上
流
域
に
強

い
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
お

日
の
午
前
8
時
に
は
成
竜
橋
の
水

位
が

8
メ
ー
ト
ル
M
4

セ
ン
チ
ま
で

上
昇
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

地
へ
の
冠
水
や
床
下
浸
水
な
ど
の

水
は
引
け
ず
被
害
の
拡
大
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に

7
1
8
時
間
周
期

で
上
流
域
に
強
い
豪
雨
を
も
た
ら

し
た
影
響
に
よ
り
阿
武
隈
川
の
水

位
は
下
が
る
こ
と
な
く
住
民
を
不

安
に
陥
れ
ま
し
た
。
今
回
の
水
害

は
、
昭
和
白
年
8
月
5
日
の
豪
雨

に
よ
る
災
害
以
来
の
大
規
模
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
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z
-
8
月
お
日

-
m時
∞
分
雨
が
降
り
は
じ
め
る
口

夕
方
ま
で
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
で
あ
る

0

・
問
時
一
ぬ
分
県
南
地
域
に
大
雨
洪

水
警
報
が
発
令
さ
れ
る
。

-
m
u
時
∞
分
雷
雨
が
強
く
な
る
o

-
8
月
幻
自

-
4
時
∞
分
〔
阿
武
隈
川
上
流
域
の

西
郷
村
地
域
に

1
時
間
に
山
ミ
リ
の

豪
雨
が
襲
う
〕

-
6
時
加
分
消
訪
回
、
村
職
員
が

警
戒
体
制
に
入
る
。

-

7
時
∞
分
玉
川
村
災
害
対
策
本

部
・
水
防
本
部
を
設
置
す
る
。

紡
災
無
線
に
よ
り
村
氏
に
浸
水
の
注
意

を
呼
び
か
け
る
。

-
8
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位
が
6
・

紛
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

-
8
時
却
分
成
竜
橋
の
水
位
が
7
・

m
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

-
9
時
却
分
竜
崎
地
区
の
村
道
1

i
9
号
線
が
冠
水
し
通
行
止
と
な
る
。

滝
見
不
動
に
床
下
近
く
ま
で
水
位
が
上

が
っ
て
き
た
。
竜
崎
j

中
地
区
の
田
畑

に
河
川
の
水
が
浸
水
し
て
き
た
。

-
m時
日
分
消
初
出
川
辺
分
間
か
ら

川
野
自
橋
の
桁
下
印
セ
ン
チ
ま
で
水

位
が
上
昇
し
て
い
る
と
の
報
告
が
入
る

0

・
1
時
∞
分
雨
脚
が
強
く
な
る
。

・
日
時
部
分
成
竜
橋
の
水
位
が
8
・mw

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

・
ロ
時
ぬ
分
成
竜
橋
の
水
位
が
8
・
m

メ
i
ト
ル
と
な
る
。
被
害
の
第
1
報
が

入
る
。
農
地
の
冠
水
面
積
は
、
川
切
か
、

床
下
浸
水
家
屋
1
棟
、
非
難
1
世
帯

と
の
報
告
。
消
防
団
長
が
防
災
無
線
で

村
内
全
消
防
団
員
に
出
動
を
呼
び
か

け
、
地
元
地
区
の
警
戒
に
あ
た
ら
せ
る
口

・
日
時
∞
分
こ
の
日
一
番
の
強
い

雨
と
な
る
。
し
か
し
、
上
流
域
が
安
定

し
て
い
る
た
め
河
川
の
水
位
は
徐
々
に

下
が
っ
て
き
た
。

・
ロ
時
加
分
被
害
状
況
を
県
に
報

告
す
る
。
農
地
の
冠
水
面
積

ωか、

床
下
浸
水
2
棟
、
自
主
非
難
1
世
帯
、

村
道
通
行
止
5
ヶ
所
で
あ
る
。

-
M
M

時
∞
分
〔
阿
武
悶
以
上
流
域
の
西

郷
村
地
域
で
1
時
間
に
弘
ミ
リ
の
豪

雨
と
な
る
〕

-
m時
加
分
成
竜
橋
の
水
位
が
7
・

必
メ
ー
ト
ル
ま
で
下
が
る
。

-mω
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位
が
再

び
上
昇
し
て
8
・
侃
メ
ー
ト
ル
と
な
る
o

-
8
月
お
日

-
0
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位

8-n

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
そ
の
後
、
一
日
一
は

水
位
が
下
が
り
は
じ
め
る
。

-
3
時
∞
分
被
害
報
告
で
、
軽
傷

者

1
名
を
県
に
報
告
す
る
。

-
5
時
∞
分
一
一
一
た
び
水
位
が
上
昇

0

・
7
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位

8-m

メ
ー
ト
ル
を
記
録
。

-
m時
ぬ
分
成
竜
橋
の
水
位
7
・4

メ
ー
ト
ル
。
水
位
の
低
下
が
顕
著
と
な

っ
て
き
た
。

次
ぺ

i
ジ
へ
つ
づ
く

3 
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総

雨

量

似

ー

録

お
日
の
夕
方
に
は
阿
武
隈
川
の
裏
山
の
土
手
崩
れ
や
床
下
浸
水

水
位
も
下
が
っ
て
小
康
状
態
と
な
な
ど
に
よ
り
、
生
命
の
危
機
に
瀕

り
ま
し
た
。

し
た
世
帯
に
は
、
災
害
対
策
本
部

し
か
し
、
今
回
の
雨
は
無
情
に
が
避
難
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

も
再
び
本
村
を
襲
い
は
じ
め
ま
し
夜
に
な
っ
て
も
雨
の
勢
い
は
衰

た
。
翌
お
日
に
再
び
大
雨
洪
水
警
え
る
こ
と
な
く
、
翌
初
日
も

一
日

報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
ま
だ
完
全
中
、
雨
は
降
り
続
き
、
村
内
の
い

に
水
位
の
下
が
っ
て
い
な
い
阿
武
た
る
所
に
被
害
は
拡
大
し
て
ゆ
き

隈
川
は
、
急
速
に
増
水
し
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
降
り
続
く
雨
お
日
の
正
午
か
ら
白
日
朝
ま
で

の
影
響
で
村
内
の
地
盤
は
か
な
り
降
り
続
い
た
本
村
の
総
雨
量
は
、

緩

ん

で

き

て

い

ま

し

た

。

仰

・

5
ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。
本

お
日
の
午
後
か
ら
は
村
内
の
各
村
の
年
間
平
均
降
水
量
が、

1
，

地
区
で
浸
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
2
0
0
ミ
リ
前
後
な
の
で
、

5
日

被
害
が
多
発
し
、
家
屋
半
壊
や
道
間
で
約
4
カ
月
分
の
雨
が
降
っ
た

路
を
寸
断
す
る
災
害
が
起
き
は
じ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

広報たまかわ

水
害
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
役

場
農
政
課
と
建
設
謀
、
教
育
委
員
会

が
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
農
林
業
関
係

の
被
害
額
が
約
1
億
5
，8
0
0
万
円
、

土
木
関
係
の
被
害
額
が
約
2
億

9
，

2
0
0
万
円
、
教
育
施
設
関
係
が
約

7
，
0
0
0
万
円
の
総
額
5
億
2
，
0

0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
業
関
係
は、

農
業
ハ
ウ
ス
暖

房
施
設
が
6
0
0
万
円
、
水
稲
や
野

菜
、
花
井
な
ど
の
農
作
物
被
害
が
7
，

7
0
0
万
円
、
農
地
及
び
農
道
な
ど

が
7
，
5
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

土
木
関
係
は
、
被
害
箇
所
が
村
内

全
域
で
似
箇
所
と
な
り
ま
し
た
。
道

路
が
乃
箇
所
で
2
億
4
，8
5
0
万
円
、

河
川
が
9
箇
所
で
4
，
3
5
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

教
育
施
設
で
は
、
須
釜
小
、
玉

一

小
、
泉
中
で
法
面
が
崩
れ
た
被
害
額

が
総
額
で
7
，
0
1
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

河川i、農作物などに被害道路、

土砂崩れ
土砂は、立木をなぎ倒して、道

路を分断してしまいました(岩法
寺地区の村道)

農林業関係土木関係
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恐怖の地滑り
南須釜宰小半弓地区の民家の前庭が流されてしま

いました。自然の力は恐ろしい

道路寸断
北須釜写室品目内の村道は、ズタズタに引き裂かれ

てしまいました

17，000 

農業関係用
施設(個所)

248，500 

43，500 

58，000 

77，000 

6.000 

含震I由や農業用パイプハウスに浸水
(竜崎地区)

100.4 

18 

12 

5 

農業用施設
(個所)

農 作 物
(江)

民-地(個所)
75 

9 

路

教育施設関係

)11 

道

j可

村
で
は
叩
月
4
日
(
日
)
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
第
お
回
玉

川
村
氏
体
育
祭
を
中
止
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

今
国
の
大
雨
よ
る
被
害
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
村
で
は
各
行
政
区

長
な
ど
関
係
者
に
意
見
を
開
き
な

が
ら
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。本

村
に
と
っ
て
経
験
の
な
い
大

災
害
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
民

の
気
持
ち
を
考
慮
し
、
ま
た
、
体

育
祭
に
係
る
予
定
の
経
費
を
災
害

復
旧
に
当
て
る
こ
と
に
し
て
本
年

の
開
催
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

4 

-
日
時
均
分
成
竜
橋
の
水
位

7
・

mメ
ー
ト
ル
。
農
地
の
冠
水
筒
所
か

ら
も
だ
い
ぶ
水
が
引
け
て
き
た
口

・
日
時
∞
分
被
害
状
況
を
県
に
報

告
す
る
。
農
地
の
冠
水
面
積

ωか、

床
下
浸
水
家
屋

3
棟
、
自
主
非
難

l

世
帯
、
村
道
通
行
止

5
ヶ
所
、
軽
傷

者

I
名
で
あ
る
。

-
M
時

mw
分
大
雨
警
報
だ
け
が
解

除
と
な
る
。
洪
水
警
報
は
引
き
続
き
継

続
さ
れ
る
。

圃
8
月
川
口
日

-
M
時

ω分
再
び
県
内
全
域
に
大

雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
。

・
日
時
∞
分
村
内
各
地
か
ら
本
部

ひ
ん
ぱ
ん

に
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
清
報
が
頻
繁

に
入
る
。

・
口
時
ぬ
分

本
部
で
は
村
民
に
対

し
て
紡
災
無
線
に
よ
り
自
宅
の
周
辺
を

点
検
し
て
、
危
険
な
場
合
は
、
避
難
す

る
よ
う
周
知
す
る
。

-
U
時
刻
分
中
地
区
な
ど

6
地
区
、

9
世
帯
に
避
難
勧
告
を
す
る
。

-
m
m
時
お
分
竜
崎
地
区
の
村
道
1

1
9号
線
が
再
び
冠
水
し
通
行
止
と
な

る
。
災
害
情
報
が
、
電
話
や
無
線
に
よ

り
本
部
に
次
々
と
入
っ
て
く
る
。

・
2
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位
は
、

7
・
印
メ
ー
ト
ル
。

圃
8
月
初
日

-
0
時
初
分
成
竜
橋
の
水
位
は
、

7
・
河
メ
ー
ト
ル

0

・
7
時
日
分
成
竜
橋
の
水
位
は
、

8
・

ぬ
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
。

すを・
る*~話 8

0 成時

し30
L λコ、
村以

内爪本

語雪
~ -(_" 

J畏調
況 査
を到E
調 6
査班

-
9
時
∞
分
川
辺
の
川
野
目
橋
が

危
険
な
状
態
に
な
り
通
行
止
と
な
る

0

・
U
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位
は
、

8
・

万
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
今
回
の
豪
雨

で
、
最
高
水
位
を
記
録
口

-
U
時
一
的
分
川
が
増
水
し
て
お
り

非
常
に
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
た
め

「
川
に
近
寄
ら
な
い
」
旨
を
防
災
無
線
で

放
送
。

・
日
時
鈎
分
成
竜
橋
の
水
位
は
、

8
・

ωメ
ー
ト
ル
と
少
し
下
が
っ
た
。

-
M
時
∞
分
雨
が
小
降
り
と
な

っ

て
き
た
が
、
台
風
4
号
が
今
夜
か
ら
明

日
に
か
け
て
上
陸
す
る
予
報
と
な
っ
て

お
り
、
本
部
に
緊
張
感
が
張
り
詰
め
る

0

・
ロ
時
∞
分
成
竜
橋
の
水
位
は
、

7
・

ωメ
ー
ト
ル
と
次
第
に
下
が
っ
て
き

た
。
上
流
域
の
雨
量
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

-
幻
時
∞
分

被
害
状
況
を
県
へ
報

告
。
農
地
の
冠
水
聞
か
、
道
路
規
制

箇
所
お
箇
所
、
水
道
断
水
口
戸
、
床

上
浸
水

3
棟
、
非
住
居
床
上
浸
水
日

棟
、
避
難
世
帯
9
世
帯
。

耳
慣

8
月
引
臼

-
1
時
泊
分
気
象
情
報
で
は
台
風

4
号
が
北
上
し
て
お
り
、
大
雨
が
降

り
や
す
い
状
態
と
の
こ
と
。

-
4
時

加

分

台

風

4
号
が
東
に
向

き
を
変
え
て
、
本
県
へ
の
直
接
的
な
影

響
が
回
避
さ
れ
た
。

「
h
u
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ー-，

五
一
ニ
さ
ん

須
釜
中

2
年
)

え
て

北
海
道
ヘ
」

っ
て

「
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を

た
か
っ
た
」

平成101f9月広報たまかわ

私
は
初
め
て
北
海
道
に
行
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
飛
行
機
に
乗

る
の
も
初
め
て
で
し
た
。

飛
行
機
が
飛
び
立
っ
て
、
小
さ

な
窓
か
ら
下
を
見
ま
し
た
。
下
の

風
景
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
聞
に

飛
行
機
は
雲
の
中
を
通
っ
て
、
雲

の
上
に
出
ま
し
た
。雲
は
、
真
っ
白

で
と
っ
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

海
を
越
え
て
、
北
海
道
が
見
え

て
き
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
と
っ
て
も
広
く
、

の
ど
か
な
感
じ
で
し
た
。

帰
り
は
、
千
歳
空
港
で
し
た
が
、

僕
た
ち
は
今
回
、
2
泊
3
日
で

北
海
道
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
が

寝
不
足
と
疲
労
が
た
ま
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か

し、

1
日
日
の
十
勝
ネ
イ
チ
ャ
1

セ
ン
タ
ー
で
は
、
と
て
も
面
白
く
、

楽
し
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
、
乗
馬
や
カ
ヌ
l
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
僕
は、

乗
馬
と
カ
ヌ
1
し
か
や
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
を
や
り
た
か
っ
た
な
あ
と

少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
。

僕
は
、
初
め
は
十
勝
ネ
イ
チ
ャ
l

セ
ン
タ
ー
と
聞
い
て
、
ど
う
し
て

も
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

中

' 

6 

修

レ

平
成
叩
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
中
学
生
園
内
研
修
は
、
ア
月

幻
白
か
ら
勾
日
ま
で
の

2
泊
3
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス

な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
前
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

続
報
と
し
て
参
加
し
た
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
研
修
の
様
予
を
振
り
返

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
空
港
か
ら
飛
び
立
ち
、
再
び
福
島
空
港
に
帰
っ
て
来
る
ま
で
の

研
修
の
旅
を
6
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
飛
行
機
の
搭
乗
体
験
や
北
海
道
の
雄
大
な
自
然
、
伝
統
工
芸
と
の

ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
、
ウ
す
供
た
ち
の
視
点
で
と
ら
え
、
そ
し
て
体
験
し

て
得
ら
れ
た
感
動
が
綜
ら
れ
て
い
ま
す
。

f
 

ポ

と
っ
て
も
広
か
っ
た
で
す
。

飛
行
機
が
北
海
道
を
出
発
し
て

福
島
に
行
く
の
だ
と
思
う
と
、
こ

の
3
自
問
は
、
あ
っ
と
い
う
関
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

帰
り
の
雲
の
上
は
、
下
が
見
え

る
ど
こ
ろ
か
、
黒
い
雲
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
空
港
に
着
い
て
ロ
ビ

i
に
来
た
と
き
は
、
ど
こ
か
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
で
の
体
験
は
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
、
将
来
に
必
ず
生
か

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
人
達

が
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
を
や
っ
て
ず
ぶ
濡
れ
に

な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
初
め
て

体
験
し
た
こ
と
や
、
友
達
と
そ
こ

で
語
り
合
え
た
こ
と
は

一
生
の
思

い
出
で
す
。

最
後
に
、
今
回
は
初
め
て
飛
行

機
に
乗
っ
て
旅
を
し
た
の
で
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
の
体
験
は
、
い
つ
か

役
に
立
っ
と
き
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、

毎
日
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

z 織5
とは

自
欽

を

私
が
「
中
学
生
国
内
研
修
」
に
行

っ
て
、
一
番
感
動
し
た
こ
と
は
旭

川
の
美
術
館
見
学
で
す
。

優
佳
良
織
工
芸
館
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
作
品
が
展
示
し
て
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、

実
際
に
お
ば
あ
さ

ん
が
織
っ
て
い
て
、
私
が
、

「
失
敗
は
な
い
ん
で
す
か
?
」

と
開
く
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、

「
そ
し
た
ら
こ
れ
全
部
失
敗
だ
ろ
。

糸
の
色
だ
っ
て
少
し
ず
つ
ち
が
う

ん
だ
か
ら
。
あ
ん
た
た
ち
絵
を
描

く
持
、
何
セ
ン
チ
何
ミ
リ
っ
て
計

る
か
い
?
」

私
た
ち
が
、
首
を
横
に
ふ
る
と
、

お
ば
あ
さ
ん
は
、

「優
佳
良
織
は
自
然
を
描
い
て
い

る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
自
然
に
似
て

い
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
乙

お
ば
あ
さ
ん
は
、
私
た
ち
に
優
し

て
い

ね

い

く
丁
寧
に
優
佳
良
織
に
つ
い
て
教

え
て
く
れ
ま
し
た

D

私
は
、
お
ば

あ
さ
ん
が
織
っ
て
い
る
の
を
見
て

い
て
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

北
海
道
の
大
自
然
の
中
で
大
勢

の
仲
間
と
過
ご
し
た
3
日
間
は
、

素
晴
ら
し
く
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
海
道
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7 
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ー
畑
に
感
動

弘
美
さ
ん

須
釜
中
2
任
)

私
は
、
こ
の
北
海
道
研
修
旅
行

に
行
き
、
北
海
道
に
つ
い
て
か
ら

ま
ず
最
初
に
「
な
ん
て
広
大
な
土

地
な
ん
だ
ろ
う
」
と
忠
い
、
と
て

も
ピ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
旅
行
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
は

2
日
目
に
行
っ
た
富
良
野
で

す
。
富
良
野
で
は
チ

1
ズ
工
房
や

フ
ァ
ー
ム
富
田
を
見
学
し
楽
し
い

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

チ
l
ズ
工
房
で
は
チ

1
ズ
の
つ
く

り
方
な
ど
が
見
ら
れ
て
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ア
イ
ス

塔
をで

見
れ
た

行
動

広

充

君

須
釜
中
2
茸
)

僕
は
、
今
回
の
北
海
道

研
修
旅
行
で
の
札
幌
市
内

の
自
由
行
動
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
テ
レ

ビ
塔
や
時
計
台
な
ど
を
克

る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
時
計

台
は
改
修
の
た
め
見
学
で

き
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。

が
、
テ
レ
ビ
塔
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
塔
の

あ
る
大
通
り
公
園
は
、
街
の
中
央

を
一
.
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

ミ
ル
ク
工
房
で
み
ん
な
で
食
べ
た

ア
イ
ス
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。そ

れ
か
ら
行
っ
た
フ
ァ
ー
ム
富

田
で
は
、
広
大
な
面
積
一
面
が
ラ

ベ
ン
ダ
ー
畑
で
、
す
ご
く
き
れ
い

で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し

て
み
ん
な
で
写
真
を
い
っ
ぱ
い
撮

り
楽
し
く
す
ご
せ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な

物
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
北
海
道
研
修
旅
行

に
行
き
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び

楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き

た
の
で
と
て
も
い
い
旅
行
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
ま
た
い

つ
か
北
海
道
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

道

裕

君

(
泉
中
2
年
)

僕
は
今
問
北
海
道
研
修
旅
行
に

行
き
、
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、

-a 
目、

Y11 

寺
会

天
気
は
悪
い
が
気
分
は
最
高

玉
川
の
夏
、
恒
例
の

第
ぬ
回
玉
川
夏
ま
つ
り

は、

8
月
日
日
正
午
か

ら
役
場
南
駐
車
場
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
の
中
、
例
年
ど
お
り

ヤ
キ
ト
リ
、
焼
き
イ
カ

な
ど
の
模
擬
庖
や
農
産

物
な
ど
の
販
売
庖
が
軒

を
並
べ
ま
し
た
。

会
場
南
側
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
造

ら
れ
て
村
内
の
民
謡
愛
好
団
体
に

よ
る
蹄
り
や
唄
が
披
露
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
豪
華
商
品
を
揃
え
た

「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
や
「
カ
ラ
オ

ケ
大
会
」
が
行
わ
れ
悪
天
候
を
吹

き
飛
ば
す
熱
気
で
覆
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

タ
関
迫
る
頃

に
な
る
と
石
川

町
在
住
の
歌

飛
行
機
に
乗
っ
た
こ
と
で

す
。
僕
は
飛
行
機
に
乗
る

の
が
初
め
て
で
前
の
普
か

ら
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
特
に
、
離
陸

の
時
は
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
飛
行
機
が
陸
か
ら

空
へ
飛
び
上
が
り
自
分
が

今
、
空
に
い
る
と
い
う
こ

と
を
体
で
実
感
し
ま
し
た
。

空
の
上
か
ら
見
る
玉
川
村
は
と

て
も
小
さ
く
見
え
、
村
全
体
が
ど

ん
ど
ん
小
さ
く
な
る
の
も
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
ご
ろ
見
上
げ

て
い
る
雲
を
空
か
ら
見
下
ろ
す
こ

と
も
で
き
そ
の
美
し
さ
に
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。

つ

8 

っ
て
一
本
の
広
い
道
の
よ
う
に
伸

び
た
大
き
な
公
開
で
す
。
そ
こ
に

は
、
た
く
さ
ん
の
花
や
緑
が
あ
っ

て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
地
下

街
も
あ
り
、
そ
こ
に
入
っ
て
み
る

と
い
ろ
い
ろ
な
お
庖
が
あ
り
ま
し

た
。
自
由
行
動
の
時
間
が
3
時
間

ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
忘
れ
ず
、

今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う
一
度

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
機
内
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
の
見
学
も
で
き
ま
し
た
。
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
タ
ン
、
レ
バ
ー
な
ど
が
あ
り
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
見
る
空
の
風

景
も
と
て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、

3
日
間
の
楽
し
い
研

修
も
終
わ
り
、
千
歳
空
港
に
着
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
何
よ
り
空

港
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
空
港
で
の
フ
リ
1
タ
イ
ム
で

空
港
内
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、

広
く
て
回
り
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
3
日
間
の
研
修

を
通
し
新
し
い
世
界
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
で

す。映
る
花
火
が
と
て
も
美
し
く
、
夜

空
を
焦
が
し
て
い
ま
し
た
。

a

J

、

P
4
E
b
h
v
 

υp
晶、6
1
1
1

は
副
知
可

P
¥

ミ
自

9

り対げ

菊
地
章
夫
さ
ん
(
元
阿
呆
烏

の
メ
ン
バ
ー
)
の
豪
一
華
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
、
名
曲
『
物
一
抽
出
な
ど
が

熱
唱
さ
れ
る
と
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン

な
ど
が
押
し
寄
せ
人
垣
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

夜
空
を
焦
が
す

花
火
大
会

午
後
7
時
か
ら
は
、
阿
武
隈
川

河
畔
で
玉
川
花
火
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

夏
の
夜
に
は
や
や
涼
し
い
気
候

で
し
た
が
、
ス
タ
l
マ
イ
ン
や
尺

玉
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
川
面
に

9 
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北
海
道
地
区
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が

来
村村

観
光
を
研
修

県
主
催
に
よ
る
観
光
資
源
の
現

地
研
修
会
が
本
村
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
事
業
は
、
福
島
空
港

就
航
先
観
光
誘
致
促
進
事
業
の

ひ
と
つ
で
本
県
の
観
光
資
源
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
は
、
北
海
道

地
区
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

対
象
に
「
く
だ
も
の
王
国
福
島

の
「
も
も
狩
り
』
と
体
験
施
設
」

を
テ
l
マ
に
行
わ
れ
、
空
港
か

ら
最
も
近
い
「
空
港
観
光
果
樹

園
』
を
研
修
し
ま
し
た
。

平成10年9月広報たまかわ

村議会チーム初優勝

泉申A準々決勝で敗退

第21ロ県少年野球選手権の県大会に出場した泉中

Aチームは、初戦の守山中(郡山市)に2対1で勝ちベ

スト81こ進出しました。準々決勝戦は、さきの中体連

県大会で優勝している平三中(いわき市)との対戦と

なりましたが、揺しくも敷れてしまいました。

第25回玉川村役職員ソフトボール大会は、村民グラウンド

で各役職員8チームが出場して行われました。熱戦の結果、村

議会チームが初優勝、消防団幹部チームが準優勝を飾りました。

私のアイデア

貯金箱コンクール

小
高
バ
レ
i

愛
沼
会
が
準
優
勝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
県
中
大
会

福
島
県
総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
県
中
地
域
大
会
が
平
田
村
の

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
石
川
郡
代
表

の
小
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
と
北
須

釜
チ
1
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
集
中
豪
雨
の
真
っ
只
中
で

棄
権
し
た
チ
1
ム
も
あ
り
、
会
場
に
到
着

す
る
だ
け
で
も
大
変
な
状
況
で
の
試
合

で
し
た
が
、
巧
み
な
チ
l
ム
プ
レ
l
で
小

高
バ
レ
l
愛
好
会
が
見
事
準
優
勝
、
北
須

釜
チ
l
ム
が
3
位
入
賞
を
飾
り
ま
し
た
口

寄
席
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

玉
川
会
会
員
の
鶴

石
黒
さ
ん
藤

東
京
玉
川
会
会
員
の
石
黒
敏
子
さ
ん

(
新
宿
亙
在
住
・
小
高
出
身
)
は
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

寄
席
を
楽
し
ん
で
貰
お
う
と
、
落
語
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
と
浪
曲
出
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
り

ま
し
た
。
春
風
亭
柳
昇
師
匠
の

落
語
や
広
沢
虎
造
師
匠
の
浪
曲

を
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
大
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

8月10日は「道の巴j。同日は、県内一斉に道路

の清捕美化運動が実施されました。

本村では、老人クラブ連合会など250名の皆さん

のボランティアにより、村内の国道、県道と主要村

道など11箇所の空き缶信いが行われました。

道の日

道路の美化作業を実施

?ノグ

第43ロたなばた展

銀河賞に3名入賞
第43lQJ福島県学笠書道コンクール

fたなばた畏jで、丹内揚香さん()11辺
IJ¥ 3年)と近内沙弥喬さん(須釜小6

、大和田里香さん(四辻分校2年)

の3名が見事鍍河童に輝きました。

愛

をと
う

7
月
げ
日
の
献
血
者
は
、
次
の

ω名
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

(
献
血
場
所
と
献
血
者
数
〉

(
敬
称
略
)

圃
日
本
精
密
加
工
(
育
)

浅
倉
竹
一
一
了
味
戸
勇
雄
・
上
野
光

子
・
太
田
真
・
面
川
直
美
・
小

山
田
志
津
子
・
車
田
伸
・
小
針

幸
子
・
斉
藤
浩
正
・
佐
々
木
洋

子
・
須
釜
美
恵
子
・
鈴
木
一
一

須釜郵便需主催の須釜小掌校児童を対象に
した私のアイデア貯金箱コンクーんが行われ
ました。

1年生から6年生まで100点の作品が出国
されました。 1霊秀畠受草者は次のとおり。
〈優秀島)

1年生~真野包朔悟、鈴木端穂、小針望美
2年生~関根靖人、真野呂美穂、円谷俊一
3年生~大野みなみ、石森涼、大野雷、

大木五里ミ子
4年生~大野亜希、増ミ子あゆみ
5年宝~石森違宮、八木智恵美、大木佑号
6年生"-'/J¥針加奈、吉白直樹、宗形刻、関

根香織

滝
口
政
義
・
滝
田
徳
美
・
根
本
明

美
・
福
士
信
子
・
根
本
修
一
・
武

藤
倫
康
・
村
上
和
則
・
渡
辺
幸
雄

圃
駒
木
根
工
業
(
株
)

熊
田
里
美
・
小
林
和
良
・
関
根
次

豊
・
南
俊
玲
子

圃
(
株
)
片
山
ゴ
ム

阿
部
光
吉
・
荒
牧
勇
二
・
石
森
金

弘
・
遠
藤
達
也
・
遠
藤
弘
美
・
菅

野
幸
二
・
草
野
寿
治
・
鈴
木
繁

一
・
矢
吹
富
士
子
・
藁
萱
秀
和

画
(
株
)
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー

阿
部
金
四
郎
・
石
森
タ
キ
ヨ
・
石

森
一
一
一
男
・
石
森
代
志
子
・
佐
久
間

昇
・
須
田
正
行
・
宗
形
菊
男

画
玉
川
村
役
場
削

大
越
健
一
・
大
和
田
ス
ミ
・
草
野

義
一
房
・
小
原
幸
春
・
小
針
敬
子
・

小
針
達
夫
・
小
針
善
栄
・
埴
沢
美

代
子
・
塩
田
敦
・
鈴
木
一
夫
・

添
田
春
子
・
円
谷
さ
と
み
・
永
林

し
の
ぶ
・
仁
井
田
健
・
出
山
博

貴
・
増
子
貞
美
・
増
子
広
行
・
森

博
・
矢
吹
美
佐
江

今
回

η
名
の
皆
さ
ん
に
お
申
込

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
比
重
が
不

充
分
で
あ
っ
た
り
、
医
師
向
診
等

で
採
血
で
き
な
い
方
も
い
ま
し
た
。

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
お
身
体

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
次
回
叩
月

m日
(
木
)
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ

支」い。

10 /lj，がIjJ光るあ芯たの秋の交通安全運動週間です。「反射材9/21 "-'9/30 11 



平
成
立
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
介
護
保

険
制
度
に
向
け
て
、
村
内
に
居
住
す
る
臼
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
次
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

①
高
齢
者
の
生
活
の
状
況

②

高

齢
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
今

後
の
利
用
意
向

な
お
、
こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
地
区

の
民
生
委
員
が
、

9
月
1
日
j
初
日
ま
で
の

期
間
に
調
査
票
を
配
布
及
び
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
に
回
答
さ
れ
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

tO80  
国民健康保険証の更新

10月から新しい保険証です
国民健康保険証の聾新を次の日程により行います。現在

もっている保険証と印鑑を持参のうえ忘れずに霊新してく

ださい。お問い合わせは役場健康福祉課国保係まで。

機能訓練・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・ (骨

午前10時~・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・ 圏

29日(火) 予宮ガン検診・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 場)

午前9時~9時30分 ・・ ・・・ ・・・・・・・ 直!

予宮ガン検診 ・..........・・・・・・・・ ⑮

午後 1B寺30分~午後2時・・・ ・・・・ ・園

!jJ@)圃直の健康ごよみ

.9月

24日(木)

(
村
健
康
一
福
祉
課
福
祉
係
)

秋
の
行
政
相
談
週
間
中
に
相
談

員
が
臨
時
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
口

-
月
日

m月
M
日
(
水
)

.
場
所
及
び
時
間

-
役
場
北
庁
舎

(
9時
1
ロ
時
)

・
須
釜
公
民
館

(
日
時
泊
分
1
M時
)

竜崎公民館

吉法寺地区農中

構造改善センタ

川辺公民館

自奇

寺法

竜

山

モヨ

9
月
お
日
(
火
)

1実1

骨

密

曾

圏

一
回

母親教室・・

午後6時15分~

1歳6力月児健診・・

午後 1時

3~4カ月児健診 ・・・

午後 1時30分

14日(水)股関節脱臼検診

.10月
ア目(水)

9日(金)

包
f正車中目

温

野

服

糞
須釜公民館

辺)11 

児童扶養手当制度が改正

れでも支給対象

四辻農業研修所

山小屋公民舘

吉集会所

-・ 圏

t須j

午後 1時30分~午後2時

17日(土)機能訓練

午前10時~

i事 須釜公民館

圏 :受付時間

き:保健センター

旧石:18石川保健所

父に

児童扶養手当は、父と笠計を同じくしていない兜藁が

育てられている家庭の生活の安定と自立を聞けるため

に、児童の母や母に力、わってその児童を護育している人

に斐給される手当です。

これまでは、「母が婚姻によらないで生まれた児童jの

場合、父に認知されると麦給対象

タ1とされていましたが、本年8月

1日から父に認知されても支給対

象となりました。

また、支給には所得制限があり

ますが、所得限度額も8月から変

更となります。

なお、詳しいことは村健康福祉

課福祉係 (~57-4623) までお問

い合わせください。

-mr ___ffl_ 
a~ 
_:J[L.ll人

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたz

厚く御礼申し上げます。
記

・南須釜の小原金久さん
・吉の須釜勝美 さん

• JII辺の根本善勇さん
・蒜生の溝井松雄さん

広告;物陪県の許可が必要
》議主 「

都市計画区域や道路沿いに屋外広告吻を

謂出する場合は、一部例外を除いて県の許

可を必要とします。

許可やその他屋外広告物に関すること

は、石川土木事務所(岱26-2138)にお問

い合わせください。-小高の事国久七さん-小高の矢吹勝信さん
・Jlf辺の佐藤清晴さん
・Jlf辺の白旗正弘さん
・南須釜の大木義雄さん

計
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
統
計

法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
基
本
的
か

っ
重
要
な
統
計
調
査
で
す
D

全
国
で

約

4
0
0
万
世
帯
が
対
象
と
な
る
大

規
模
な
調
査
で
す
。

本
村
で
は
、
小
高

・
南
須
釜

・
北

須
釜
地
区
を
対
象
に
別
世
帯
を
対
象

に

m月
1
日
現
在
で
調
査
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
次
の
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

(
調
査
員
〕

小
高
地
区
j
西
川
美
枝
子
さ
ん

南
須
釜
地
区

i
大

木

古

邦

ぷ

北
須
釜
地
区

1
草
野
今
朝
夫
さ
ん

!お誕生おめでとうごさいます1
(8月届出分)

保護者名

浅輝

進

j青

出生児氏名

高林浅弥

大竹唯衣

石井寛希

地区

中

岩法寺

竜崎

1，776戸 (+6)

7，638人 (-4)

3，741人(十 4)

村のようす
(10年9月 1日現在)

血
国

U
U
畠

v
i

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

ふるさと自慢祭

⑧

⑮

 

司

6

7

劃

2
・2

夢]日ンヌス18県
中
地
区
(
郡
山
市
、
須
賀
川
市、

岩
瀬
郡
、
石
川
郡
、
田
村
郡
)
路
市
町

村
自
慢
の
産
品
・
伝
統
芸
能
を

一
同

に
集
め
た
ふ
る
さ
と
自
慢
祭
が
、
開

催
さ
れ
ま
す

0

・B

時
一

9
月
お
自
(
土
)
・

2
日

(
日
)
午
前
日
時
j
午
後
4
時
お
分

.
会
場
一
郡
山
総
合
体
育
館
(
駐
車

場
あ
り
)

-
内
容
一
ふ
る
さ
と
自
慢
村
(
特
産

品
、
工
芸
品
等
の
販
売
P
R
)
、
・
ふ

る
さ
と
自
醤
ス
テ
ー
ジ
(
郷
土
芸
能

等
)
・
ふ
る
さ
と
自
慢
レ
ス
ト
ラ
ン

(
郷
土
料
理
の
試
食
、
販
売
)
・
ふ
る

さ
と
自
慢
体
験
村
(
伝
統
工
芸
等
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
)
・
ち
び
っ
こ
遊
ラ
ン

ド
(
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
、
縁
日
等
の
遊
び

体
験
)
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
プ
レ
ス
展

(
県
中
地
区
の
情
報
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
展
示
)
こ
の
他
に
も
旅
行
券
や
景
品

等
が
当
た
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど

楽
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

-
入
場
料
一
無
料

-
問
い
合
わ
せ
一
郡
山
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合

岱

(
0
2
4
9
)
M
l
2
5
4
5

(8月窟出分)

年齢世宿主名

77 清重

訂正弘

62 善勇

92 松雄

79 勝信

65 栄一

83 義雄

83 金久
91 勝則

死亡者氏名

佐藤文雄

白旗ミカ

根本マスエ

溝井貞男

矢吹ハルノ

中桐クラ

大 木 弥

小原チヨ

須釜勝太郎

地区

川辺

生

高

崎

釜須

ク

吉

蒜

小

竜

南

3，897人(-8)

【
納
期
限
は
9
月
お
巴
(
主
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

3
期

9
月
分

村

公

民

館

早
く
退
院
し
マ
歌
会
に
虫
て
欲
し
い
と
励
ま
し
く
れ
し
友
に
涙
す

針

受
里

山
鳩
の
つ
が
い
が
今
朝
も
庭
に
来
T
小
枝
を
拾
う
巣
作
り
な
ら
む

真
弓

は
ん

北
迅
泉
を
土
砂
に
埋
め
し
災
害
は
い
ま
も
検
を
染
め
て
離
れ
、
ず

生十

守
、'h

4へ

柿
若
葉
、
草
の
み
ど
り
を
反
照
に
燃
ゆ
る
が
如
し
つ
つ
じ
の
花
は

白
井
荷
草
の
ひ
ゅ
ん
ど
伸
び
い
る
そ
の
下
に
四
葉
摘
み
た
り
幸
せ
賭
け
て

溝
井
は
な
よ

針

愛
子

親
描
は
ど
こ
ま
で
も
子
ら
を
隠
し
つ
つ
捨
マ
ら
れ
ぬ
よ
う
に
気
を
配
り
い
る

曲
山
き
く
み

12 
人もイキイキ街もイキイキ土地を活かして10月は「土地月間jです。13 



私
の
ふ
る
さ
と
ー
鹿
児
島
県
東
郷
町
|

玉川村役場 n(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/~布円谷印刷(毎月 15 日発行)

シ
リ
ー
ズ

令
自
の
食
卓
⑥

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9

今
月
の
お
題
は

「
食
物
繊
維
は
成
人
病
予
防
が
得
意
」

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
「
食
べ
物
の

カ
ス
」
。
で
も
今
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
有
害
物
資
を
対
外
へ
排
出
し

た
り
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
制
し
た

り
、
便
通
を
良
く
し
た
り
と
成
人
病

予
防
の
大
き
な
味
方
『
食
物
繊
維
」
。

野
菜
、
イ
モ
類
、
海
藻
類
な
ど
に

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
上
手
に

組
み
合
わ
せ
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

こ

ぱ
る

小
原
武
夫
さ
ん

(
川
辺
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
鹿

児
島
県
薩
摩
郡
東
郷
町
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

東
郷
町
は
、
鹿
児
島
県
の
西
部
に
位

せ
ん
だ
い

置
し
て
お
り
、
川
内
川
が
町
内
を
流
れ

て
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
は
、
川
内
川

は
と
て
も
澄
ん
だ
水
で
、
水
泳
や
釣
り

な
ど
で
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も

ア
ユ
釣
り
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

す
が
わ
ら
み
ち
ぎ
ね

町
に
は
、
菅
原
道
真
公
を
杷
っ
た
藤

川
天
神
が
あ
り
ま
す
。
学
問
の
神
様
で

あ
る
こ
の
神
社
の
境
内
に
は
、
地
を
這

う
よ
う
な
枝
が
見
事
な
「
臥
竜
梅
」
と
い

う
国
の
天
然
記
念
物
指
定
の
梅
の
木
が

あ
り
ま
す
。

E:Jsn極主曹司
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(さつま芋のサラダ)
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①さつま芋は皮をむき 2cm角 lこり.'j"~~舟\
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レッシングで和える。 ン:返事

町
で
は
梅
で
地
域
お
こ
し
を
図
ろ

う
と
『
梅
ワ
イ
ン
」を
造
っ
て
い
ま
す
。

町
の
特
産
物
は
、
和
牛
(
薩
摩
牛
)
、
地

鳥
と
さ
つ
ま
芋
で
す
。
以
前
は
、
み

か
ん
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
だ
い
ぶ
少
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
旨
い
も
の

は
、
さ
つ
ま
焼
酎
と
さ
つ
ま
揚
げ
で

す
。
焼
酎
と
言
っ
た
ら
さ
つ
ま
焼
酎

が
最
高
で
す
よ
。
町
出
身
の
有
名
人

で
は
、
「
ヴ
エ
ル
デ
ィ
川
崎
」
所
属
で

F
W
を
し
て
い
る
前
園
真
聖
選
手
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

仕
事
の
後
や
ス
ポ
ー
ツ
の
後
な
ど

に
、
『
て
そ
か
」
と
言
い
ま
す
。
こ

の
「
て
そ
か
」
と
は
ど
う
言
う
意
昧

で
し
ょ
う
か
?

※
先
月
の
答
え
j
力
モ
メ
で
し
た
。

1人分105キロカロリー(さつま芋の塩こぶ煮)

ー材料 (4人分)ー

・さつま芋・・・・・・・・・中1.5本(3508)
・塩こぶ.........10g

・だし汁………200cc、

院酉・・大さじ 1 ・砂糖…大さじ 1 '，; 

一作り方一

①さつま芋は拍菩木切りにしだし汁、 3 
酒、砂糖を加え、柔らかく煮る。 イ

②①に塩こ1"5¥を加え、さっと煮る。 ご~...~

朝

東京都出田谷区

真野目フキさん
(北須釜出身 ・草野清正さんの伯母)

E孟重量監量Ijjji

心に残る
我がふるさと

『ふるさとは心の支えJ

玉
川
村
の
皆
様
、
玉
川
会
の
皆
様

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
夏
は
、
夏
と
も
思
え
な
い
ほ

ど
寒
暖
の
差
が
烈
し
く
、
立
秋
と
同

時
に
涼
風
が
立
ち
、
雨
も
多
く
冷
夏

と
言
わ
れ
稲
作
の
方
も
と
て
も
心
配

で
す
ね
。

お
く
な
で

私
は
、
「
奥
撫
』
の
山
奥
で
生
ま
れ

育
ち
、
の
ん
び
り
と
少
女
時
代
を
過

ご
し
戦
後
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和

お
年
に
上
京
、
も
う
す
ぐ
閃
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
何
も
知
ら

な
い
田
舎
娘
が
乳
飲
み
子
を
抱
え
て

の
都
会
暮
ら
し
に
馴
れ
る
に
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
百
屋

へ
行
け
ば
畑
の
隅
に
捨
て
て
あ
る
よ

う
な
品
ば
か
り
。
か
と
言
っ
て
買
わ

ず
に
帰
れ
ば
台
所
に
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ふ
る
さ
と
の
野
山
が
懐
か
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
月

は
停
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
、
夢
中
で

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

に
は
大
好
き
な
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
り

ま
す
。
子
供
の
休
み
に
は
田
舎
へ
帰

り
、
お
墓
参
り
を
す
る
と
気
持
ち
が

落
ち
つ
き
、
又
(
東
京
へ
)
帰
っ
た
ら

が
ん
ば
る
ぞ
と
言
う
気
力
が
湧
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
で

今
は
子
供
3
人
、
孫
5
人
と
な
り
全

部
で
日
人
の
家
族
と
な
り
ま
し
た
。

春
、
夏
、
秋
、
冬
の
年
3
回
に
分
け

て
の
誕
生
会
を
聞
い
て
い
ま
す
。

私
も
自
分
の
趣
味
を
持
ち
た
い
と

思
い
、
大
正
琴
を
8
年
前
か
ら
始
め

ま
し
た
。
3
年
前
に
師
範
試
験
に
合

格
し
、
自
分
の
教
室
を
持
ち
、
月
2

回
自
由
ヶ
丘
ま
で
教
え
に
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
主
人
の
理
解
が
あ
れ

ば
こ
そ
続
け
ら
れ
る
も
の
と
感
謝
し

つ
つ

一
生
の
生
き
甲
斐
と
思
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川
村

の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
々
様
の
御
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨年の大正琴の発表会の打ち上げのとき
(右から3人邑が私です)
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